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米欧の電気工学（1）
森　　脇 義　　雄

　筆者は文部省在外研究員として昭和34年2月6日に

日本を出発，米国西海岸で大学と工場を8か所，Boulder

〈Colorado州）のN．　B．　S，，　Urbanaのイリノイ大学を見

学して，2月22日ニューヨークに到着してから，Poly・

technic　Institute　of　BrooklynのMicrowave　Research

Instituteで昭和35年8月末まで約1か年半の問switch・

ing　circuitの研究を行ない，8月末日ニューヨークを出

発，9月5日から］5口までロンドンで開催された国際

電波科学連合第13回総会に口本代表として出席，その

後欧州各国を視察して10月末日帰国した．この間，米

国では主としてニューヨーク付近の大学，研究所，工場

等を三十数か所視察し，欧州では英国，スェーデン，ド

イツ，フランス，スイス，イタリーの各地で22の大学・

研究所・工場を視察した．これらの視察にあたり，自分

の狭い専門分野における見学・討論だけでなく，できる

だけ広い範囲にわたって見るように心掛けたのではある

が，時間の関係その他の理由により，多くの場合に一小

部分を見ることで満足せねばならなかった．その上に，

自分が受けいれることができる範囲があまり広くないた

めに，かなり帯域幅の狭いフィルターを通して受信して

いるようなものであるから，以下の記述も“よしのずい

から色めがねでのぞく”ことになっていると思うが，多

少でもご参考になれば幸いである．

ニューヨークの気候

　ニューヨークで約1年間を過ごすことにきめてから，

最近ニュ・一一一ヨークで約2年間を過ごしてきた尾上助教授

・に同地の事情をいろいろ尋ねた．そのとき同氏から得た

もろもろの情報のうちで最も印象に残っているのは，ニ

ューヨークは夏暑く冬寒い非常に気候の悪いところで，

ここに住める人なら地球上のどこにでも住むことができ

るといわれているくらいだ，という点であった．しかし，

実際にこの猛暑酷寒の地で約1年半を過ごした経験で

は，それほどひどいところではないように感じている．

　なるほどニューヨークの冬はたしかに東京よりは寒

・い．1月中旬から2月中旬にかけての平均気温はO°Cで

あるが，日々の変動がかなり大きく，一日の平均気温が

一10°C，最低が一15°Cぐらいの日もしばしばある．こ

のように低温のときに風が強いと，耳おおいなしで歩く

ことは困難で，数分間ごとに喫茶店に入って暖をとらな

ければ続かない．しかし何といっても室内は昼夜を通じ

ユ8°C以上で暖かく，身体に接している空気の平均温度

は東京の冬よりかなり高いので，東京にいたときよりは

薄着をしていた（外出のときでも）にもかかわらず，そ

れほど寒いとは感じなかった．外気の湿度は50～90％

であるが．これを20°Cもあたためるため，室内の湿度

は10％ぐらいしかなく，あるデパートで売っていた湿

度計の針がマイナスをさしているのを見たこともあっ

た．

　冬の暖房が徹底しているのに反し，夏の冷房はさすが

のドルの国でもまだ十分普及しておらず，短距離の鉄道

や学校等は冷房がないものが多く，ホテルやアパートで

も冷房付きのはかなり高級に属する．一日の平均気温は

7月下旬が最も高くて25°Cぐらいであるが，最高気温

は35°Cをこえることもあり，しかも予想に反して50～

90％という高い湿度の日が多く，大体東京と同程度の

むしあつさである．建物は冬の保温に適する構造になっ

ているから，夜でも25°C～30°Cを保って，寝苦しいこ

ともしばしばであった．

　夏季の高温が人体に与える不快感は温度だけでなく湿

度も大いに関係があることは周知のとおりであるが，両

者の総合的な影響を表示するために，1959年6月から

“Temperature　Humidity　Index（T．　H．1）”なる数字を

気象台が発表するようになった．これは華氏で表わした

乾球温度と湿球温度の和の0．4倍に15を加えたもので，

T．H．1が70をこえると不快に感ずる人が出始め，75

以上では約半数，80以上になると大部分の人が不快に

感じ，miserableに感ずる人もかなりあるようになると

いうIndexである．初めは“Discomfort　Index”といっ

ていたが，さすがのアメリカ人もこの名称はdiscomfor－

tableであるとて反対が多かったため，　T．　H．1と改称し

た．たとえばT4・82，　H＝48のときT．H．1＝75，　T＝

82，H－71のときT。H。1＝78，　T－89，　H・＝34のとき

T．HI＝78，　T－89，　H；62のときT，H．1＝82といっ

たぐあいである．筆者がいた研究所では冷房がないの

で，毎時発表されるT．H．1が80をこえると，その日

は全員早退という文明国らしい？処置をとっていた．

米　国　の　大　学

　米国内ではPolytechnic　Institute　of　Brooklyn（P．1．　B）

のほかに，San　Francisco付近でUniv．　of　California　at

BerkeleyとStanford　Univ．，　Los　AngelesでCalifornia

Institute　of　Technology（C．1．　T）とUniv．　of　California

at　Los　Angeles（U　C．　L．　A），　lllinois州Urbanaで
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Univ．　of　IUiロoi5，　New　York　．で　Columbia　Uni、・，と

N已w　York　Uni、・．N，　Y．U．1、　PI・inceton　ゾ）Princeton

UIli、・．，　BOsten付i！1一でHari・ard　Unii’．ヒ　．N｛as／sachusetts

工nstitute　Df　Teelinology「M．1．　T　I、　Syracuse」．／）Syra．

cuse　Unh・．．　Ithaca　I　New　York小「．「　〔りCornell　Univ．，

Philadetphia　f．1』』E…で　しniv．　of　Pennsyk・ania　と　Swar

thmore　CoUege．． 狽ｽ’9：を！甦学Lた．これだ1十では代表

的な大学を網らLているとはいえな1．・し．また「1堵が見

学したのぼ屯気関係：つF∫｝究室，教育施設だげであり，意

見を聞いなのに電べ喝係の教’L、三げであるから，参、圓二っ

大学；き般に／．t　’1：lrlll、ずる資格はもちろ／tないが，　i渚．Lら

の訪1聞を通じてPi．者が」ノ十，｝ご印．豪を記してみよう．

　　　　　写真正　コロンビア大学の入□

　米国の学制はわが国とほぼ同じで，6才で小学校に入

学L．てからユL’年間勉学の後，ほぼ18才で大学に入学

すろ．大学では呼〔剛として入学試験はやらず，高．等学校

の．暎績がある崔準以一Lであれば入学を許可される．しか

し7s学後の教育はかなり厳しく，必修科［］に合格しなか

ったり，単位数が不足でありたりすれば，いつまでも卒

業でぎない，各科同の試験では成績が悪けれぼ遠慮なく

不可をつけられるし，宿題も｝富に出されるので，週末

にデートを楽しも粂裕はほとんどないらしい．能力不十

分のため脱落すろ者がかなりあり，また学費もかなり高

いので，経済的理由から脱落する者も多く，肇窯する学

生数は入学昔の半分ぐらいになると二うもあるようであ

る．

写頁2　Hazen教1受　〔Dean　of　Graduate

　　　SchQol，　M，1．　T）

電匿科の．：’；，，si二t．1げるt一程は次第に’「「礎1杓なものにな

ってぎているが，二れは応明…リ．を・UIIIは数年優には変わつ
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てL渠うも・り．v．・多いかltt，　J・／．1｝そでば．烏艶を1‘）｝舌哨で1｛

る程度に教えるのカ；．にいという．理lrl：：にる．「．　／’」・L．ノぐ1∫

1：充の．溝で1志二はかなt｝F享「ILJ［．iりなもこノ）〆ン；多く，P．1．　B．の例を

あ津読．と，毎週2時闘で2”F，り．］illlla）1／；FI　kが1：3，毎週2

1i寺fl［IJ　1‘噛：ご：工明「lilv）誹1牽3が約5｛）も〔1．占さオL『（L・る．　二れ；；

k・／　「一学部の講義は2「∴余の期間で42r内必修は12，1

写真3　U．C．　Perkeleyの教育用計彊機

　　　　とMorton教9i；］

　　　　　写頁4Pennsylvania大学の
　　　　　　　　　計算機Un三vac

科目の単位数は2ないし4、である．実験設備は大学1こ

より大差があり，わが国と同程度のところもあれば，ン

ンクロスコープなどをふんだんに学生に使わせて，近ご

ろは学生実験設備に金がかかるようになって困ると二ぼ

し．℃．・る大学もあった，櫃子計算機の使用法やプログラ

ミングの初歩を教えると：うも多く，プログラミングの

講義をいくつかlrl意L．ている大学もある／これはその大

学に設備されている計算機を．剛．TJする研究昌ノ）ためでも

ある1．

　米国独「iの傾向として，エレ7卜ロニケス1奨、系の工業

や研究所から¢）†1艘生に対する需要がrrl倒「T｛！rに多く，ど

の大学でも学生の助％以．［二がエレ7トロニウス志艮で，

強寛関1系の講義は次第、こ整理され一屯・磯跡之工和レギ

ー変極の講義の．・部とLて扱暑っれ，Snる穣の．蒋授はS7　C’

付く業V）／Vこ態．　な力刈．二1煮高1．1：実．験等｛：曳ljζi．・±i｝i｝1をとるカ・ら

というので，「し備を売り払って，建物を兆巨隙係の研究

室に転用Lたという穴学もあり，教官もほとんどが弱電

の講義・研究をf．fなっている，ある大学の教投の活で

は，昔は強屯と弱電の2分蛎；であっだが，最近ではrl動

制御，エレヲトロニクス、半辱体，等々の新分野がでぎ



聡13巻 第2号
．． F，含計8分野ぐらいに分類され，いわゆる強電はその

一一 ﾂとして，斜本の1割ぐらいにしか当たらないのは当

景ミ．．r’あろ5と【D二と『て1°あった．

　．一学牢の学生数iよ40～60名のところもあるカ㍉2〔〕0

～300名の多数を（電気科だけで）毎年入学させると二

うり移い．実験はもらうん2～4名を1組としてやらせ

るJ　講義も大きな溝義室でやるということをせず、一・

クラス：IO名以下の数クラスに分けて行なうから，ウラ

スによって異なる教富び）講義を受ける二とになる．　二の

詩癌に辱i∴二るのは樹受や助教授だけ．〔なく，instructor

も多数いるから，クラスによって講義の内容が異なるニ

ヒのないように各科L」にceurse　directerがいて，不公

1iくのないように調整している．学生は講義巾でも活発に

質問するし，宿題も出して，教官と学生の密接な接触を

保っていくためには，一クラスの人数を3Q人より多く

はできなlt・のである．講義中に遠慮なく質問するという

気風は望業後まで持ち越され，研究所内のセミナーなど

．ではもちろんのこと，外部の人を招いて講演をしてもら

うとぎでさえも，溝演の途中で質問をする人をしばしば

見受けた．

　大学に．型ナる研1）’tiは．liとして付置研究所で行なわれ，

学部に1；∫ける研究は尺学院学生の論文研究の指導，」主

で，あまり活発でないところXJ’多い．付置研究所の研究

費はおもに政府（軍を含む1の委託研究費でまかなわれ，

researCh　asSOCiateとかreSearCh　fe］IOWなどとよばれる

補助員の給料もこ．れから支出される．軍の委託研究とい

えぼすぐに極秘を連想するカ㍉．た部分は雄礎的なも・つ

で，研究成果の発表も自由である．

　教官にはpr・fess・r，　a・sociate　pr・fe・s・r，　a・sistant　pr・・

Iessor　の31箸細之力；あり，　assistant　professor　畳よ一一Htil．iclな

地位で，ある期間．業績が挙がらないと契約を解除され．

る．Assistant　professorからilss｛〕ciate　professorへの昇

進1式5陵も＆，含：：二’評1議eiL，　assoeiate　profeg．　sor　l二なると，

待別の喜．II皆のない19乏り定年まで．的続で｝1，｝．最近で．ζ．11

業からの引ぎ抜きがさかんで，優秀な教官を引．挑bる

」t）L二1「rア労L’．r：いtt，ところが多い．

欧州の大学
　［吹・1・「・iで見’学した大学はLondonのUniversity　College，

Stockholmの　Rr）ynl　Institute｛］f　TechnolDgy，　ドイツの

Munchen　とAac・hen　．）Technlsche　Hochschule，おlt

びROmaのUI1｛i・erSita　Di　ROmaのオ．）ずか5ノ（学であ

るから．二れから欧州の大学の特長を拙出する二とは困

難．eあるが，米国およびわがl」1の尺学と著しく異なる点

がかなりあるので，持に注意をひいた点を書．ぎ並べて、u

る二ととする．

　欧州の学制はわが国の「日制の学制に近い．およそ19

才ないし20才で人学に入学し，4年ないし5年で卒業

4！

　　　　写真5　Meinke教授（Tech．　Hoeh．

　　　　　　　　MUnchen）

するから，卒業時の年告は米国にくらべて2～3才1上で

ある．（ドィッのTechnische　Hochschu［eは名称は工業

高等学校であるが．内容は大学と同等である：1．米国の

ass㏄iate　professorに相当するものはもらうんなく，

ass正stant　professer　相斗看のものもない．　教官は，　full

professorだけで，　講義の大部分を担当し，それぞれ

“lnstitut”なる一城¢）あるじである．　各lnstitutには

数名の助手がいて，それぞれ屈室と研究室を持って，教

授の指導の下に研究および学生実験の世話をしている．

助手中の少数の者は講義も担当している．教授と助手の

中間にLecturer．［）ozentなどの名で講漫を担当する者

がいる大学もある．

　一学年の学生数は概して多く，10｛〕ないLIDOO名に

及び，これを5）Sllせずに大ぎな講堂で溝義している．と

ぎに演習問題の答案を提出させることもあるが，採点は

せず，ただスタンプを†甲して返すだけ．（…ある、学生に強

制的に教えこむというのでなく，学牛Jl勉強する機会を

与えるのであって、学生が［分で勉強するようにしむけ

るという行ぎ方である．成績は学年末の試験の結果で定

まるが，採点は非常に厳格で，4年または5年の期問で

所要の単位をとって卒．業でぎる学生は少なく，大部分ぱ

半年あるいは1年多くかかるそうである．

　入学試験はしないところが多く7志願卸）増加と共

に設備を増して教育に芝障がないようにしている．

MtinchenのTech．　Hech．の但気科．⊂、．650名の志．願

者中から試験により30D名を入学．さthた「目であるが，

Aachenでは5UO名の志願昌．「．部を入学させている．

Roma大学では1000名の志願呂を全部入学させるが，

途1†・で脱落する昔が多く，卒裳するのば300名足らず

の山，また電力方面へ進む者は）艮国に比してかな1）多

く，強電と弱電の比ば5：5ないし3二7ぐらいである．

　欧州では戦前のわが国と同様，J〈学へ進む者の割．合が

比較r白少なく，英国1．こおいてことにはなはだしいが，　ド

イツでは次第に増加して，設備を拡張しているように見

受けられた．博士の学位｝函論文の審査のみで授与される

が、ローマ大学では5年間の大学を卒裳するとDr．　Ing．

の学位を与えられる由である．またこの大学．C．特に興味
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がある点ぱ試験を口間口答で行なっていることであっ

て，一人の学生に1時間近くかけてやり，筆問筆答より

は本当の実力がわかるといっていた．

　，k談であるが，米国ではfull　prof，でもadjunct　prof，

でも同様にprof．とよぶので7学位を持たないprof．も

かなり多く，したがって学位を有するprof．に対してば

prof，とよぷよりはDr．とよぶ方が尊敬していることに

なる．これに反し欧州ではprofは相当高い地位であり，

Dr．よりはprof．の方がはるかに少ないから，　prof．とよ

ぶ方が尊敬していることになるわけである、なかには

Prof．　Dr．と二つ並ぺて書く人もある，またドイツでは

P・・f．1よ一つの称号でもあって，会社に勤務している」g

でも＋分な学．肋満れば大学のausse・・rdentLi・h・・p…

fessor（無給、としてprof．の称号を保有することがで

きる．

ブルックリン工科大学

　　　　（Polvtechnic　Institute　of　Brooklynl）

　この大学はニューヨークのブルックUン区のdown－

t。wnにある米国でも有数の工科大学で，化学，応用数

　　　　　第1表　ブルックリン工科大学電気工学科の標準課程

生　産　研　究

写真6　ブル．7クン工科大学

磯雛

Freshman　I．Sem
Chemistry　I

English　I

Language　or　History　I

Mathematics工
Technical　sketching

General　physics　I

Physical　education
Orientation

一＝＝　二＝＝＝＝

Freshman五．　Sem

写真7Weber総長LP．1．　B）

　　　学，物理学，航空工学，化学工学、土

．．一一 @木工学，電気工学，機械工学，金属工

Chemistry皿　　　　　2－3－3
English　I　　　　　　　　　　　4－O－4

Language　or　History　I　　3－O－3
Mathematics　I正　　　　　　　　　4－0－4

Genera1　physics　1　　　　　　3－B－4

Physical　education　　　　　　　O－2－0

Sophomore（1959－60）1．Sem

Descriptive　chemistry

Circuit　theory　工

English皿
Language　or　History皿

Nlathemztics　皿

General　physics皿

Phvsical　education

1ゴゴ

2－O－2
2－0－2
4－0－4
3－3－4
0－2－O

SOphOmOre（1959－6D）LSem

濃鷹，註，＆皿五

English　IV

：L・nguage°田ist°「y　コT

Mathematics　IV

Descriptive　geornetry

Physical　education

Junior（196e－61）1．Sem

Electromagrletic　fields

Network　analysis

E．E．　Laboratory　I

Transients　and　tubes

Economics　I

MathematiCS　V

一一一［一一一一一一一｝

340334

Senior（1959－60）1．Sem

Eng．　mechanics　皿　　　　　　2－0－2

Mech．　of　materials　　　　2－0－2

Fields　and　waves　　　　　3－O－3

Feedback　systerrLs　　　　　　　2－0－2

English　V　　　　　　2－O－2
Two　elective　credits　　　　　　　　2

FDur　concentration＊credits　　　　　4

Junior（1960－61）皿．　Sem

Fields　and　waves

E．E．　Laboratory

Electronic　networks

Electromech．　sys亡ems

Econernics皿

Rarldom　variables

Senior　（1959－60）　皿．　Sern

Physical　electronics

IEnglish　VI
　Four　elective　credits

Nine　concentration＊credits

一【

OG

一一

32

＊　Concentrat．ien　courses　specialize　in　the　fields　of　contro1，　communications，

　and　power．

数字は講義時間数一実験（実習）時間数一単位数

学の諸学科および独立のマイクロ波研

究所（後述）があり，Ernst　Weber総

長の下：cprofessor　66　C　14），　ass㏄iate

professor　58し15｝，　assistant　professQr

58　i．12），　instructor　42　（エ1），　adjunct

professor　65（171を有している，（）

内は電気工学科の教官数である．修業

年限は昼間のコースは4年間，夜間も

同等のコースがあるが，必要な単位を

とるのに6年ぐらいかかる．大学院も

昼および．｛のコースがあり，且問で修

士は1年以lt，博士は3年以上である

が，part　timeで研究助手をしながら

勉学する者が多いから，修士に2年，

博士に5年以上を要する者も少なくな

い．二とに夜間の博士コースを終了す

7者はきわめて少数である．

　電気工学科の標準課程はしばしば改

訂されているカ㍉第1表にその一例を

示す．この中でSenior（1959－60）第

1学期のEng．　mechanics　IIとFields

and　wavesは改訂された課程では

Sophomore〔1959－60）第2学期および

Junior　C1960－61）第2学期へそれぞれ

繰り上げられている，毎学期18単位

が標準で，経済や語学が高学年まで分

16
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布Lているのは米国のど．の大宇にも共通の傾向である．

　第2表は電気工学科修士課程の履習科目である．

　　　筆2表　ブルックリン工科大学重気工学科

　　　　　　修十課程の履習科巨

Fundamentals　of　linear　systems　　　2－O－2

Theory　Df　linear　systerns　　　　　　　2－0－2
Complex　、．ariables　　　　　　　　　　　　　　　　2－O－2

Selected　topics　in　亡「ansients　　　　　　　　2－D－2

X「ector　analvsis　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2－O－2

Electrornagnetic　theory　エ，1　　　　　　4－D－4

Seminar　i1ユelectrical　engineering　I，　I　　　　　　rユ

Thesis　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B

EIectives　　　　　　　　　　　　　　　　　8以上

マイクロ波研究所

　　　　〔Microwave　Research　Institute　of　the

　　　　polytechnic　Institute　of　Broeklyn》

　筆醤が米国で約1か牢半を過ごしたこの研究・；1〒はブ’レ

ックリン工科大学の仁校から約100m離れたところにあ

る6階建の古い建物を使用しており、所長Na亡han　Mar・

cuvitz博士の下に三つの”gr。up”があり，各group

写真8　マイク．ロ波研究所

写真9　Marcuvi亡z所長（M，　R，1．，

には3ないし4の‘’section”があって，マイケロ波およ

び自動制御関係の研究を活発に行なっている，研究所の

陣容は1960年3月現在で次のとtsりである．

　所長　Dr．　Nathan　Marcuvitz

　副所艮Dr．　H．J．　Carl｛n、　Dr．∫，　W，　E，　Griemsmann

Research　supervisDr5　　J．　Fox，　Dr．　A．　B．

Faculty　and　senior　staff

Reseaτch　ass㏄iates　and　instructors

Research　assistants　and　rpsearch　fe］lows

Giordano

　　33

　　26

　　31

43

　Engineering　a…istants，　technician・．　and　computers　36

　Drafting　room　　　　　　　　　　　　　　　　　　13

　Model　shOP　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6

　0ffice　staff　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17

　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　167

　この中にぱ研究所専任の教授が所長，副所長2を含ん

で4名，癌教授（associate　prof．）が4名，助教授が4名

おり，いずれも学部の講義は担当しない1；，大学院の講

義をいくつか担当している，他．こ学部り教官で研究所兼

任の教授（電気・物理・化学）が4名，准教授が7名，

助教授が4名いる．外国人研究者で学位を有する者は

Research　asseciate，学位を有しない者c；research

assistantに入れられるのが普通であり，二れらの二つの

階級の人々が研究の主力となっていろこと；罫也の研究所

と同様である，筆者が到着したころば円本人の研究者が

7名もおb，従来いた人々と共によい研究をしていた

が，瓜第に減少して，竿者がニューヨー々を去った後，

最後の岡田幸雄博士も他の去社に移られ，とうとう零に

なってしまった，

　各grQupおよびsectionの名称は次のと台り．C’ある．

　Electrophysics　group

　Microwave　tubes
　Non－conventional　waveguides
　Quasi－optics　and　multimodes

　Solid　state

　Networks　and　waveguides　group

　Circuit　theory

　Components　research
　Instruments　and　special　devices

　Solid　state　apPlications

　Systems　and　control　group

　Active　networks

　Information
　Nonlinear　magnetics　and　computer

　三つのgroupの中で第一のElectrQphysics　groupば

所長のMarcuvitz博士がgroup　headを兼ね，最も活

発な研究活動を行なっている．1958年からMarcuvitz

所長はプラズマの研究に力を入れ，みずからプラズマの

基本式を導いて所員に講義すると共に，二の分野におけ

る所員の研究を奨励指導している．プラズマ中の現象を

マイクロ波のビームで調ぺたり，大電力のマイクロ波と

プラズマの干渉現象などを研究する一方，静磁界中の中

性ガス分r中を通過した電子ビームが形成するプラズマ

中のイオン摂動現象の実験なども行なっている．マイク

ロ波真空管関係では多段はしご形回路を用いてミリ波を

発生する進行波管や，磁界で粟中したビーム中の集詳現

象などの研究も行なわれている．

　導波管門係ではstrlpline，　trough　wa、・eguideや不等

方性の媒質を含む導波管，周期的構造を有する導波管，

ミリ波用多重モード円形導波管などの特憧の研究が行な

われ．ている．円筒形，くさび形，円す1．・形などの導体に
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よる放射および散乱，正弦的に特性が変化する表面に平

面波が入射したときの散乱現象などもこのgroupの研

究分野である．

　Solid　state関係ではニッケル鉄の薄膜の特性，二重モ

ード空胴共振器によるelectron　magnetic　resonanceの

研究，CdF2中の希土族元素不純物の影響などの研究が

行なわれている．

　第二のNetworks　and　waveguides　groupは副所長2

名がgroupのheadを兼ねており，集中および分布定

数回路の一般理論とそのマイクロ波回路への応用，新し

いマイクロ波回路の開発，半導体の応用などが研究され

ている．

　回路理論の研究としては非可逆性回路の特性，線形2

N端子の基礎理論，分布定教回路を素子として含む二端

子回路網の実現条件，Hal1－Plateの理論，負抵抗を含む

線形回路網の広帯域整合および利得と帯域幅の積の限界

などに関するものがある．

　マイクロ波回路関係では，プラズマの研究と関連して

ピーク50　MW，平均電力数十kW程度の大電力マイク

ロ波を“traveling－wave　microwave　flywheel”によって

発生することが研究されている．これは非常に長い環状

導波管にマイクロ波のパルスを繰り返して加えることに

より数倍のピーク電力を得んとするもので，フェライト

または強誘電体による高速度スイッチの研究も並行して

行なわれている．誘電体棒上の伝搬特性，干渉波長計，

平行板問に誘電体を入れた導波器などの研究もこの部門

で行なわれている．

　第三のSystems　and　c。ntrol　group々ま電気科長のJ・G

Truxal博士がheadで，自動制御の新方式，情報理論

の応用，飽和鉄心リアクトルの応用，接点回路の合成法

などに関する研究が行なわれている．

　自動制御関係では計算機を制御素子として用いる

adaptive　control　systemについて多くの研究が行なわれ

ている．この方式は被制御系の特性が非常に複雑であっ

たり周囲の条件によって変化したりする場合に特に重要

になるものである，これに関連して，線形または非線形

の系の伝達特性の決定法の研究も行なわれている．情報

理論関係では高速模写電送方式，数値式符号器の設計，

パルス伝送に関連した諸問題，雑音中の弱い信号の検出

法などについて研究している．

　飽和鉄心リアクトルを含む回路の関係ではパルス形成

法の改良，半波磁気増幅器の解析，薄い磁性テープの

磁心としての特性の研究などが行なわれている．この

皿onlinear　magnetics　and　computer　sectionは筆者が籍を

18
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おいたsectionであるが，ここで岡田幸雄博士を中心と

して接点回路合成法の研究が行なわれていたのに参加し

て，接点数の最も少ない回路を決定する方法について研

究を行なった．

　いくつかの継電器を組み合わせて所要の開閉特性を満

足する回路を求めるのに，従来一貫した方法はなく，多

くは直観的な方法またはcut　and　tryで解を求めてい

た．したがって，得られた解が最小接点数のものである

かどうかは明らかでなかった．この最小i接点数の解を求

めるために，与えられた特性を満足する条件をまず求

め，この条件を満足するマトリクスの中から実現可能な

ものを求めることにより，最小接点数の回路を決定する

ことができるようになった．継電器の数が多くなるに従

って，吟味すべきマトリクスの数が非常に大きくなるの

で，IBM　650型計算機により計算を行なうことがでぎ

るプログラムの作成も行なった．使用継電器数が同じで

あっても，与えられた特性のいかんにより，計算に要す

る時間には大差があり，複雑なものについては計算の手

続きを簡単にする可能性を，なお研究する必要がある．

　筆者が使用したIBM　650型計算機はP．1．　Bの本校

内のComputer　Centerに1960年3月に設置されたも

ので，学内の利用者は自分でプログラムを作って計算す

るのである．この計算機にはFOR　TRANSIT　という

簡易プログラム法があり，3時間3回の講習が行なわれ

て，初心者でも利用できるようになった．筆者はもう一歩

進んだSOAP　II　Aというプログラム法をComputer

Centerのプログラマーから教わって使用したが，少し

後にこれについての講習も行なわれた．その他，Belli

Systemなる浮動小数点式のプログラム法も用いられて

いた．筆者がニュー一ヨークを去るころには毎日昼休みは

もちろん，タ方7～9時ごろまで一ぱい予約されている

という繁盛ぶりであった．

　研究所は一応上述のようにgroupおよびsectionに分

かれているが，group間あるいはsection問の連絡は比

較的よく，また研究がある段階に達することにセミナー

で発表して討論を行なっている．所長が力を入れている

関係もあって，セミナーはプラズマ関係のものが特に多

かった．

　これらの研究成果は3か月ごとにQuarterly　Progress

Reportとして，また成果がまとまったものはそれぞれ

MRI　Reportとして印刷されて，関係方面に配布されて

いる．　　　　　　　　　　　　　　　　　（1960．12．21）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一以下4月号一


